
イ
ン
ド
の
学
派
哲
学
の
中
で
、
実
在
論
と
し
て
特
異
な
哲
学
体
系
を
も

つ
勝
諭
含
己
か
§
菌
）
は
、
イ
ン
ド
哲
学
史
の
上
で
多
く
の
問
題
点
を
提

起
す
る
。
か
っ
て
宇
井
伯
寿
博
士
は
、
一
九
一
七
年
、
勝
論
学
派
の
典
籍
で

漢
訳
さ
れ
た
『
勝
宗
十
句
義
論
』
の
英
訳
（
里
奄
尽
泳
§
言
、
言
。
蜘
号
言
ゞ

ミ
８
章
畠
侭
ご
墓
、
ｂ
良
息
員
割
墓
へ
一
計
麓
き
、
Ｑ
ミ
ミ
罵
尋
ミ
ｇ
ミ
》

冒
辱
。
ｓ
宣
曽
葛
》
ご
畠
惠
里
ヘ
ミ
§
ゞ
ミ
ミ
ョ
ミ
勇
一
島
国
．
白
》
Ｆ
ｇ
ａ
ｏ
月

罰
昌
巴
陦
国
胃
ざ
ｇ
①
ｑ
・
患
ご
）
を
発
表
さ
れ
、
そ
の
評
価
は
国
際
的

の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
こ
に
改
め
て
繧
述
す
る
ま
で
も
な

い
。
そ
の
後
、
博
士
は
名
著
『
印
度
哲
学
研
究
』
の
第
一
、
三
巻
に
お
い

て
、
こ
の
学
派
に
関
す
る
成
立
の
問
題
、
「
経
」
の
編
纂
年
代
、
学
派
の

知
識
論
、
そ
し
て
「
経
」
に
お
け
る
勝
論
学
説
な
ど
の
画
期
的
な
業
績
を

次
々
と
あ
げ
ら
れ
た
。
爾
来
、
半
世
紀
を
経
た
今
日
な
お
、
こ
れ
ら
珠
玉

の
論
孜
は
、
勝
論
学
派
研
究
に
最
も
高
度
の
信
遍
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
、

国
の
内
外
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
一
貫
し
た
博
士
の
立
場
は
「
一

書
評
・
紹
介ＩI

金
倉
円
照
著

「
イ
ン
ド
の
自
然
哲
学
」

雲
井

昭

含皇
宮

学
派
を
歴
史
的
に
了
解
し
叙
述
せ
む
に
は
少
く
と
も
、
其
学
派
の
思
想
の

遠
き
起
源
、
近
き
起
源
、
一
学
派
と
し
て
の
成
立
、
経
の
編
纂
成
立
、
並

に
其
後
に
於
け
る
発
達
等
に
つ
い
て
年
代
的
に
定
め
つ
つ
研
究
す
る
に
あ

ら
ざ
れ
ぱ
、
其
真
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
（
「
印
度
哲
学
研
究
』
第
一

巻
九
頁
）
と
明
言
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
勝
論
哲
学
に
関
す
る
宇
井
博
士
の
鴻
業
は
、
そ
の
厳
密

さ
と
精
微
な
論
究
に
お
い
て
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
金
字
塔
を
樹
立
し
た
の

で
あ
る
が
、
爾
来
、
半
世
紀
を
経
た
現
在
、
国
の
内
外
に
あ
っ
て
勝
諭
哲

学
に
関
す
る
論
文
、
著
書
が
公
刊
さ
れ
、
こ
の
面
で
の
新
資
料
に
と
も
な

う
研
究
も
活
溌
の
度
を
加
え
た
。
そ
し
て
必
然
的
に
、
博
士
に
よ
っ
て
提

起
さ
れ
た
幾
つ
か
の
問
題
に
対
す
る
再
検
討
を
迫
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
現
代
に
お
け
る
勝
論
研
究
に
関
す
る

内
外
の
諸
論
文
、
研
究
を
客
観
的
に
把
え
、
宇
井
博
士
に
よ
る
従
来
の
諸

諭
孜
を
ふ
ま
え
て
、
こ
こ
に
新
し
く
一
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
の
が
、
金

倉
円
照
博
士
の
近
著
『
イ
ン
ド
の
自
然
哲
学
』
で
あ
る
。
著
者
が
本
書
の

序
に
お
い
て
「
イ
ン
ド
の
自
然
哲
学
と
い
う
書
目
で
勝
論
に
関
す
る
論
文

数
篇
を
こ
こ
に
集
め
た
」
と
、
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
自
然
哲

学
と
題
し
て
勝
論
哲
学
に
関
す
る
論
孜
を
も
っ
て
飾
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
は
全
休
と
し
て
六
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
、
第
二
、

三
篇
は
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ア
ー
ナ
ン
ダ
の
釈
に
よ
る
「
勝
縮
経
」

の
全
訳
と
、
ブ
ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
の
『
。
〈
ダ
ー
ル
タ
ダ
ル
マ
サ
ン
グ
ラ

こ
（
『
句
義
法
綱
要
」
）
の
和
訳
で
あ
り
、
他
の
四
篇
は
勝
諭
哲
学
に
関

連
す
る
論
文
か
ら
成
る
。
本
文
三
一
三
頁
の
中
、
和
訳
一
六
九
頁
で
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
著
者
が
「
一
般
に
思
想
の
歴
史
を

ワ員
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論
ず
る
に
際
し
、
ま
ず
親
し
く
原
典
に
接
す
る
こ
と
の
緊
要
」
で
あ
る
こ

と
と
、
「
難
解
な
テ
キ
ス
ト
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
れ
の
翻
訳
を
試
み

る
こ
と
は
基
本
的
に
大
切
な
作
業
」
と
さ
れ
る
学
問
的
態
度
と
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
公
刊
の
本
書
も
亦
、
主
旨
は
こ
れ
と
同
じ
く
、

従
っ
て
原
典
の
翻
訳
が
一
篇
の
躯
幹
を
な
し
て
い
る
」
（
序
二
頁
）
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
博
士
の
態
度
は
、
宇
井
博
士
に
師
事

さ
れ
た
著
者
の
一
貫
し
た
研
究
方
針
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
今
回
、
宇

井
博
士
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
幾
つ
か
の
問
題
に
対
し
て
、
本
書
の
数
篇

の
論
文
の
中
で
再
検
討
の
場
を
も
た
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い

一
」
と
と
言
う
ゞ
へ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
お
い
て
、
本
書
の
各
篇
を
概
説
し
、

著
者
の
提
示
さ
れ
た
問
題
点
と
そ
の
理
解
の
あ
と
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
・

本
書
は
、
第
一
篇
自
然
哲
学
勝
論
の
起
源
と
展
開
（
三
’
四
五
頁
）

第
二
篇
チ
ャ
ン
ド
ラ
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
の
釈
に
よ
る
勝
諭
経
の
全
訳
（
四

七
’
九
四
）
第
三
篇
パ
ダ
ー
ル
タ
ダ
ル
マ
サ
ン
グ
ラ
ハ
〔
和
訳
〕

（
九
五
’
一
三
六
）
第
四
篇
勝
論
と
仏
教
の
論
争
（
二
三
七
’
二
七

○
）
第
五
篇
慧
月
と
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
パ
ー
ダ
（
二
七
一
’
二
九
七
）

第
六
篇
唯
物
論
の
新
資
料
と
仏
教
（
二
九
九
’
三
一
三
）
の
六
篇
か
ら

成
り
、
巻
末
に
索
引
（
一
三
頁
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
第
一
篇
で
は
七
章
に
分
け
、
テ
キ
ス
ト
を
理
解
す
る
た
め
の
必
要

な
予
備
知
識
と
さ
れ
る
一
、
勝
論
の
淵
源
と
思
想
的
背
景
か
ら
述
べ
て
い

る
。
「
勝
論
経
」
（
以
下
「
経
」
）
の
哲
学
が
如
何
な
る
思
想
を
背
景
と
し

て
あ
ら
わ
れ
た
か
、
は
、
極
め
て
興
味
深
い
課
題
で
あ
り
、
諸
家
の
見
解

も
一
致
し
な
い
。
著
者
は
グ
ラ
ー
ゼ
ナ
ッ
プ
の
三
種
の
分
類
（
国
く

⑦
崗
如
①
ロ
騨
己
も
叩
‐
ｂ
詩
も
萱
ご
ｇ
、
言
、
烏
宝
弓
員
亀
、
煕
具
茜
、
牌
ご
患
》
印

鴎
筐
）
す
な
わ
ち
⑩
ヂ
ャ
イ
ナ
僧
チ
ャ
ル
ャ
・
ロ
ー
ハ
グ
ッ
タ
の
三
元
論

（
葺
く
四
】
省
く
四
』
昌
呂
ぐ
“
）
か
ら
展
開
し
た
⑨
ヂ
ャ
ィ
ナ
聖
典
「
ス
ー
ト
ラ

ク
リ
タ
ー
ン
ガ
」
（
二
・
一
・
二
二
）
に
み
え
る
唯
物
論
（
Ｆ
ｃ
圃
冨
３
）

に
起
源
を
も
つ
（
ヤ
コ
ー
ビ
説
）
③
古
い
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
の
一
派

（
ダ
ス
グ
プ
タ
説
）
を
先
ず
概
観
し
、
こ
れ
に
近
年
の
代
表
的
意
見
と
し

て
④
イ
ン
ド
古
代
思
想
を
分
っ
二
大
潮
流
の
中
の
自
然
哲
学
と
み
る
Ｅ
・

フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
説
（
団
・
国
四
厘
乏
巴
冒
日
ゞ
⑦
鴎
ら
萱
。
ミ
恥
烏
貴
冒
へ
胃
。
意
冨

、
置
き
②
§
萱
駒
》
自
切
包
且
』
蟹
荷
冒
晶
鬮
鼠
あ
．
届
）
と
宇
井
説
の
積
聚

説
を
対
比
さ
せ
⑤
文
典
学
と
祭
式
学
に
由
来
す
る
と
み
る
ｗ
・
ル
ー
尋
ヘ
ン

説
（
弓
‘
屍
目
①
ロ
ゞ
§
“
、
言
ミ
唖
（
尊
冒
へ
胃
。
富
薑
、
言
き
い
暑
冨
》
団
の
１
旨

忌
置
、
鵠
．
］
ｇ
山
罵
）
を
検
討
し
つ
つ
、
「
唯
一
個
の
思
想
か
ら
勝
論
を
誘

導
す
る
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
か
ら
、
逆
に
、
各
種
の
思
索
教
理
を
勝
論

の
開
祖
が
一
つ
の
体
系
に
ま
と
め
て
新
学
説
を
唱
え
た
」
と
、
著
者
は
み

る
。
二
、
勝
諭
経
の
作
者
と
伝
説
に
お
い
て
は
、
カ
ナ
ー
ダ
負
眉
目
鯉
）

Ｉ
カ
ナ
ブ
ヂ
負
目
四
ｇ
且
）
Ｉ
ウ
ル
ー
ヵ
（
白
目
四
）
に
関
説
し
つ
つ
羅

什
訳
優
楼
迦
（
「
百
論
』
）
と
そ
の
伝
説
を
『
百
論
疏
』
「
成
唯
識
論
述
記
』

『
因
明
入
正
理
論
疏
』
な
ど
を
駆
使
し
て
詳
細
に
紹
介
す
る
。
三
、
勝
論

経
の
年
代
に
お
い
て
は
、
年
代
論
を
代
表
す
る
ヤ
コ
ー
ビ
説
（
二
○
○
’

四
五
○
、
三
世
紀
）
と
宇
井
説
（
⑩
五
○
’
一
五
○
②
訂
正
一
○
○
’
二

○
○
）
を
あ
げ
、
四
、
カ
ナ
ー
ダ
以
後
の
学
派
の
推
移
に
あ
っ
て
は
、
ゥ

ル
ー
カ
↓
・
〈
ソ
チ
ャ
シ
キ
ー
（
五
頂
）
↓
慧
月
へ
の
伝
承
を
辿
り
つ
つ
、

有
句
義
存
在
の
論
証
を
め
ぐ
っ
て
の
ウ
ル
ー
カ
と
パ
ン
チ
ャ
シ
キ
ー
の
伝

局ハ

イO



承
プ
ロ
セ
ス
を
再
現
す
る
。
か
く
て
漢
訳
所
伝
の
五
頂
は
、
お
そ
ら
く
ブ

ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
流
の
立
場
を
代
表
す
る
者
と
し
、
〈
ウ
ル
ー
カ
の
有

を
独
立
と
す
る
主
張
を
う
け
い
れ
な
か
っ
た
と
い
う
伝
説
〉
に
示
唆
を
与

え
る
。
こ
の
伝
説
は
、
六
句
義
を
め
ぐ
る
勝
論
学
派
内
の
主
張
の
対
立
を

暗
示
し
、
そ
れ
が
長
期
に
及
ん
だ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
み
る
。

五
、
勝
論
経
と
そ
の
註
釈
で
は
耐
「
経
」
に
対
す
る
註
釈
に
つ
い
て
、
本

書
（
第
二
篇
）
に
全
訳
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
釈
に
言
及
し
、
こ

の
釈
が
現
在
手
に
し
う
る
最
古
の
註
釈
た
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
他
、
シ

ャ
ン
ヵ
ラ
。
ミ
シ
ラ
の
『
ゥ
。
ハ
ス
カ
ー
ラ
」
、
現
存
し
な
い
が
、
プ
ラ
シ

ャ
ス
タ
。
ハ
ー
グ
よ
り
も
古
い
と
推
定
さ
れ
る
『
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
の
釈
疏
』
に

ま
で
説
き
及
ん
で
い
る
。
六
、
慧
月
と
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
・
〈
－
ダ
に
あ
っ
て

は
、
前
者
が
『
勝
宗
十
句
義
論
』
の
、
後
者
は
勝
諭
学
派
の
体
系
害
『
・
ハ

ダ
ー
ル
タ
ダ
ル
マ
サ
ン
グ
ラ
こ
（
「
句
義
法
綱
要
』
、
本
書
第
四
篇
に
全

訳
）
の
著
者
と
し
て
、
何
れ
も
勝
論
学
説
に
重
要
な
位
置
づ
け
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。
博
士
は
、
慧
月
の
言
は
十
句
義
（
勝
諭
の
六
句
義
に
有
能
・

無
能
・
倶
分
・
無
説
の
四
句
義
を
加
え
る
）
と
い
う
、
勝
論
と
し
て
は
全

く
独
自
の
学
説
を
伝
え
た
貴
重
な
資
料
た
る
こ
と
、
漢
訳
せ
ら
れ
た
唯
一

の
勝
論
経
典
と
し
て
歴
史
的
意
義
の
大
な
る
こ
と
を
力
説
す
る
。
後
者
の

そ
れ
は
、
六
句
義
を
明
確
に
規
定
し
た
註
釈
者
と
し
て
の
立
場
を
強
調
し
、

グ
ナ徳
（
性
質
）
の
説
明
に
関
す
る
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
・
〈
－
ダ
の
特
色
を
明
解
に

解
説
す
る
。
な
お
、
こ
の
両
者
の
年
代
の
前
後
関
係
と
い
う
興
味
あ
る
問

題
は
、
本
書
の
第
五
篇
に
委
曲
を
つ
く
し
て
述
零
へ
ら
れ
る
。
本
篇
の
最
後

を
飾
る
七
、
そ
の
後
の
展
開
で
は
、
勝
論
経
の
成
立
、
学
派
の
基
礎
、
註

釈
に
つ
い
て
簡
潔
に
整
理
し
、
勝
論
に
体
系
を
与
え
た
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
・
〈

Ｉ
ダ
の
年
代
を
、
陳
那
（
冒
四
国
唱
四
八
○
’
五
四
○
）
と
の
関
連
か
ら

六
世
紀
半
以
降
と
み
、
「
十
句
義
論
」
の
慧
月
も
ほ
ぼ
同
年
代
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
。
〈
ｌ
ダ
の
釈
疏
が
あ
ら
わ
れ
た
以
後
は
、

「
経
」
よ
り
も
こ
の
釈
疏
の
方
が
重
視
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
対
す
る
註

釈
『
ヴ
ョ
ー
マ
テ
ィ
ー
』
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
カ
ン
ダ
リ
ー
』
「
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ

ー
』
『
リ
ー
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
』
な
ど
に
言
及
す
る
。
つ
づ
い
て
、
勝
諭

派
と
正
理
派
と
の
密
接
な
関
係
ｌ
正
理
勝
論
派
（
ｚ
薗
簡
‐
ぐ
色
臥
の
鋤
房
四
と

呼
ば
れ
る
）
を
説
き
つ
つ
、
七
句
義
を
説
く
シ
ヴ
ァ
ー
デ
ィ
ト
ヤ
の
『
サ

プ
タ
パ
ダ
ー
ル
テ
ィ
ー
』
や
、
博
士
が
か
っ
て
和
訳
（
「
東
北
大
文
学
部

研
究
年
報
」
第
一
号
、
昭
・
二
六
）
の
『
タ
ル
カ
・
ハ
ー
シ
ャ
ー
』
等
、
正

理
勝
論
合
糠
の
綱
要
害
を
一
瞥
し
て
終
っ
て
い
る
。

第
二
篇
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
合
い
口
号
習
国
口
〔
雷
）
の
釈
に
よ

る
勝
論
経
の
全
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
六
一
年
ヂ
ャ
ン
ブ
ヴ
ィ
ヂ
ャ

ャ
ヂ
ィ
が
出
版
言
鼠
き
い
静
負
い
劃
昌
呉
罰
ミ
ミ
倉
瑳
ミ
ミ
ざ
９
量
一
蔦
ミ
ミ
ミ

ミ
。
§
員
笥
冨
倉
員
ａ
』
貝
旨
ｏ
昌
与
且
津
ａ
ご
冒
匡
。
耐
『
ご
四
目
ｇ
急
茜
苗
芦

○
ユ
①
昌
昌
旨
の
酋
目
肘
．
園
ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
四
ご
臼
．
○
四
①
炭
急
四
邑
成
○
国
曾
弓
昌
切
①
凰
開
〉

ｚ
ｏ
．
届
ｅ
し
た
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
全
訳
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
発

刊
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ア
ー
ナ
ン
ダ
の
釈
に
保
存
さ
れ
た
「
経
」

の
章
句
は
『
ウ
パ
ス
カ
ー
ラ
』
ら
凰
冨
国
目
野
沙
、
切
尋
凉
閨
ざ
‐
昌
冒
‐

息
舎
の
訂
言
舎
）
の
そ
れ
に
比
零
へ
て
、
古
い
他
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
「
経
」

の
引
用
に
遙
か
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
日
「
経
」
の
研
究
に
新
し
い

問
題
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
㈲
イ
ン
ド
伝
来
の
配
列
に
よ
る
「
経
」
全
文
の

和
訳
が
本
邦
に
お
い
て
初
め
て
な
さ
れ
た
こ
と
、
に
お
い
て
、
本
書
に
お

け
る
重
要
な
位
置
づ
け
を
も
つ
一
篇
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
殊
に
、
経
文

ワ序
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が
従
来
の
テ
キ
ス
ト
に
な
く
て
新
し
い
場
合
、
註
釈
の
全
文
を
註
記
に
し
、

『
ゥ
・
〈
ス
ヵ
ー
ラ
』
の
解
釈
と
の
相
異
を
も
配
慮
さ
れ
た
博
士
の
註
記
は
、

わ
れ
わ
れ
に
「
経
」
に
対
す
る
読
解
力
を
更
に
深
め
て
意
義
あ
ら
し
め
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
づ
く
第
三
篇
。
〈
ダ
ー
ル
タ
ダ
ル
マ
サ
ン
グ
ラ
ハ

（
、
員
尋
三
ミ
ミ
ミ
二
へ
園
ヘ
ミ
館
賢
忌
言
）
〔
和
訳
・
句
義
法
綱
要
〕
に
お
い
て
も

同
様
で
、
著
者
の
学
殖
の
豊
さ
と
厳
正
な
テ
キ
ス
ト
解
釈
が
余
瀧
な
く
に

じ
み
出
て
い
る
。

か
っ
て
ガ
ン
ガ
ナ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
教
授
が
こ
の
『
句
義
法
綱
要
』
（
以

下
「
綱
要
害
」
）
の
英
訳
（
、
ミ
ミ
忌
忌
§
ミ
ミ
（
↑
い
へ
ミ
侭
一
、
（
へ
言
旦
、
ミ
‐

昔
亀
§
創
震
ざ
ミ
ー
尋
、
ｚ
琶
母
§
（
ミ
（
ミ
ョ
包
尊
国
言
》
ベ
ヘ
ミ
嵩
の
ミ
ミ
ミ
。

同
侭
忌
さ
ご
吋
筥
Ｐ
声
色
目
白
ロ
○
も
Ｐ
白
旨
】
臼
田
ｐ
○
四
口
、
騨
巨
色
昏
抄
］
彦
巴
》
崔
三
臼
彦
四
宮
己

后
忌
）
を
な
し
、
又
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ァ
ッ
デ
ゴ
ン
が
六
○
○
頁
に
亙
る
そ

の
部
分
訳
（
ご
雨
冒
泳
§
ざ
‐
ぜ
§
冒
烏
匂
§
ご
員
邑
喜
忌
恥
言
さ
呉

碁
恥
（
）
ミ
、
風
詩
、
一
・
房
ご
園
国
．
句
且
（
一
侭
○
』
〕
》
少
目
聖
日
（
冨
日
岳
儲
）
を
あ
ら

わ
し
て
以
来
、
な
お
問
題
を
残
し
な
が
ら
も
勝
論
体
系
を
把
握
す
る
た
め

に
与
っ
て
功
績
の
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
今
回
、
こ
の
「
細
要
害
」
の

全
和
訳
を
提
供
さ
れ
た
著
者
の
学
恩
に
対
し
、
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る

一
人
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
「
綱
要
害
」
は
、
勝
論
哲
学
を
組
織
的
に
論
述
し
た

点
で
、
体
系
害
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
徳
（
性
質
）
と
し

て
は
、
「
経
」
の
数
え
る
十
七
に
七
つ
（
重
体
・
液
体
・
潤
・
行
・
法
・

非
法
。
音
声
）
を
加
え
て
二
十
四
を
立
て
、
知
識
論
に
あ
っ
て
は
現
量

宅
国
ｑ
己
ぶ
画
）
相
に
よ
る
知
（
冨
罫
四
宮
Ｉ
比
量
）
念
（
躯
冒
目
Ｉ
記
憶
）

聖
仙
知
（
腎
憩
）
の
四
を
立
て
る
な
ど
、
「
経
」
と
の
間
に
思
想
の
発
展

第
四
篇
勝
論
と
仏
教
の
論
争
で
は
、
仏
教
側
の
典
籍
に
破
斥
の
対
象
と

し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
勝
諭
を
、
立
場
を
か
え
て
勝
諭
の
文
献
の
巾
で
仏

教
を
ど
う
扱
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
晉
一
Ｉ
ク
な
論
孜
で
飾
っ
て
い
る
。

凡
そ
仏
教
の
歴
史
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
外
道
の
哲
学
と
し
て
最
も
知
ら
れ

て
い
る
の
が
勝
諭
で
あ
る
。
提
婆
の
『
広
百
諭
本
』
青
目
の
『
中
諭
釈
』

を
は
じ
め
、
「
倶
舎
論
』
の
破
我
品
、
『
集
量
論
』
の
現
量
杣
等
々
、
そ
の

資
料
は
豊
富
で
あ
る
。
し
か
し
、
｝
」
の
逆
の
立
場
よ
り
す
る
研
究
は
、
ス

チ
キ
ー
ル
バ
ッ
キ
の
書
（
己
胄
．
陣
ｇ
胃
の
号
胃
禺
涜
国
慧
島
蓉
『
急
門
歯
暑
函
く
Ｃ
帝
．

届
ざ
》
尼
罵
）
に
お
い
て
正
理
学
派
と
仏
教
論
理
学
派
と
の
関
係
に
言
及

し
た
の
と
、
そ
れ
を
う
け
て
の
正
理
勝
論
学
派
と
仏
教
陳
那
学
派
と
の
論

争
を
辿
っ
た
シ
ャ
ス
ト
リ
（
ロ
ｚ
・
望
〕
騨
甑
目
》
９
葛
舎
罵
曼
ご
ミ
ミ
冨

罵
員
房
ミ
》
含
墜
震
＆
｝
ミ
ミ
８
ミ
ミ
言
昌
恩
萬
詩
輿
琶
尋
へ
一
‐
冒
醜
§
言

粋
違
、
配
員
尋
曽
己
侭
笥
唱
砕
き
具
〕
シ
唱
痩
己
登
）
を
も
っ
て
代
表
す

る
以
外
、
こ
の
方
面
の
研
究
は
少
な
い
。
本
書
の
著
者
は
こ
の
篇
に
お
い

て
、
「
綱
要
書
」
の
諸
註
釈
中
、
最
も
著
名
に
し
て
標
準
的
な
も
の
と
さ
れ

て
い
る
シ
ュ
リ
ー
ダ
ラ
作
「
’
一
ヤ
ー
ャ
ヵ
ン
ダ
リ
１
」
（
鳧
琶
ご
鼻
ミ
ミ
ニ
ョ

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
中
で
の
勝
論
よ
り
す
る
仏
教
哲
学
へ
の
反
駁
の
あ
と

が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
、
一
た
び
「
綱
要
害
」
の
出
る
や
「
経
」
よ
り
も

重
視
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
幾
種
か
の
註
釈
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
想
え

ば
、
勝
論
哲
学
に
占
め
る
「
綱
要
害
」
の
位
置
も
自
明
と
な
ろ
う
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
も
、
今
回
の
全
和
訳
は
、
後
進
者
に
賦
与
さ
れ
た
博
士
の

大
き
な
学
財
と
で
も
い
う
べ
き
か
。

三
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を
辿
っ
て
い
る
。
そ
の
対
論
は
仏
教
の
刹
那
滅
論
（
罵
菖
房
鼬
巨
胃
覺
〕
恩
‐

乱
烏
↑
）
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
が
、
こ
の
第
四
篇
は
、
疑
難
の
提
出
者
仏
教

に
対
し
て
応
答
側
の
勝
論
と
い
う
質
疑
応
答
の
形
で
『
ニ
ャ
ー
ャ
カ
ン
ダ

リ
ー
』
の
原
文
つ
『
旨
閉
．
昇
割
巳
自
く
』
ご
扇
国
司
運
屡
旦
、
善
く
島
員
§
創
屡

ご
驚
暮
ミ
昌
尋
誉
９
３
ミ
言
ミ
ミ
ミ
等
ミ
ミ
ミ
』
駒
の
巨
貰
①
函
扇
爵
）

の
七
三
’
八
二
頁
に
亙
る
和
訳
と
そ
れ
の
註
解
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
仏

教
哲
学
と
は
、
特
に
聡
伽
唯
識
派
の
陳
那
の
系
統
と
さ
れ
、
「
我
」
の
存

在
と
「
物
」
の
存
在
に
関
し
て
両
者
間
の
論
難
往
復
の
あ
と
を
追
求
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
第
四
篇
の
論
孜
は
、
こ
れ
ま
で
や
や
も
す
れ
ば
等
閑

に
ふ
せ
ら
れ
る
き
ら
い
の
あ
っ
た
外
教
文
献
よ
り
み
た
対
仏
教
と
の
論
争
、

と
い
う
形
で
、
そ
の
資
料
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
第
五
篇
で
は
、
慧
月
と
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
・
ハ
ー
グ
と
い
う
最
も
興
味

あ
る
課
題
を
と
り
あ
げ
、
『
勝
宗
十
句
義
諭
』
と
『
句
義
綱
要
害
』
と
い

う
、
勝
論
哲
学
に
と
っ
て
特
色
あ
る
両
書
の
内
容
比
鮫
に
よ
っ
て
、
両
者

の
年
代
論
を
比
定
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
課
題
そ
の
も
の
は
日
「
十
句
義

諭
」
と
「
綱
要
害
」
の
内
容
上
の
相
違
口
両
害
の
成
立
年
代
の
不
明
確
さ

⑤
両
者
の
年
代
の
不
確
定
さ
、
と
い
う
問
題
を
含
み
つ
つ
、
勝
諭
学
派
の

思
想
的
発
展
の
あ
と
を
究
明
す
る
上
で
壺
要
な
素
因
と
な
る
。
本
篇
に
お

け
る
著
者
の
基
本
課
題
は
、
ブ
ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
を
先
と
し
慧
月
を
後

の
出
生
と
す
る
宇
井
説
と
、
そ
れ
に
反
対
の
立
場
、
す
な
わ
ち
慧
月
を
先

と
し
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
パ
ー
ダ
を
後
と
す
る
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
説
の
依
っ
て

以
て
立
つ
根
拠
を
そ
れ
ぞ
れ
再
検
討
す
る
中
で
、
著
者
目
身
の
年
代
論
に

関
す
る
説
を
う
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
宇
井
説
の
そ
れ
は
「
十
句
論
」

の
英
訳
序
に
み
え
る
よ
う
に
「
ブ
ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
は
ウ
ッ
ド
ョ
ー
タ

カ
ラ
よ
り
も
古
く
、
陳
那
よ
り
も
新
し
い
か
ら
、
六
世
紀
の
前
半
、
或
い

は
む
し
ろ
五
世
紀
の
後
半
に
在
世
し
…
…
慧
月
は
六
世
紀
前
半
よ
り
も
古

い
こ
と
は
な
い
」
と
し
、
慧
月
の
ブ
ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
ヘ
の
依
存
を
主

張
し
て
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
ー
〈
－
ダ
↓
慧
月
と
み
た
。
こ
れ
に
対
す
る
フ
ラ
ウ

ワ
ル
ナ
ー
説
は
、
慧
月
を
ブ
ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
に
先
行
す
る
と
み
た
。

（
（
許
蛉
皇
言
言
、
烏
受
ご
皇
爵
。
言
室
、
置
き
ｇ
、
萱
、
》
冒
園
自
己
・
一
○
営
己
片
蝕
目
白
は

戸
冒
・
鋲
①
旨
ワ
鼠
塁
）
且
閏
昏
鼠
閉
禽
四
３
》
〃
巽
胃
辱
員
｝
鼠
。
ご
喧
員
目
①
鼻
、
Ｃ
曰
邑
津

昏
鄙
弓
園
司
直
』
国
ｏ
ご
ロ
忌
留
）
そ
こ
で
は
、
慧
月
を
五
世
紀
と
し
、
ブ

ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
を
六
世
紀
後
半
と
み
て
い
る
。
そ
の
立
論
根
拠
は
、

慧
月
を
「
範
臓
論
に
正
し
い
権
利
を
与
え
よ
う
と
し
て
、
自
然
哲
学
の
全

部
の
古
い
遺
産
を
犠
牲
に
供
し
た
ば
か
り
か
あ
る
体
系
の
全
構
造
を
根
底

か
ら
新
し
く
形
成
す
る
大
胆
な
革
新
者
（
①
旨
冨
冒
①
罠
ｚ
①
ロ
の
Ｈ
の
］
．
）
と

し
、
そ
の
彼
が
古
来
の
六
種
に
新
し
く
四
種
を
加
え
た
結
果
、
こ
れ
に
反

溌
し
、
古
典
的
勝
諭
体
系
に
究
極
の
形
を
与
え
た
の
が
ブ
ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ

ー
ダ
で
、
『
範
陰
の
性
質
の
約
説
』
（
《
《
旨
９
日
目
の
口
冒
“
呂
品
烏
尉

両
歯
の
】
勗
巳
〕
Ｐ
津
①
三
色
①
目
尻
鼻
①
、
ｏ
凰
⑦
］
〕
》
》
、
（
ミ
討
異
冒
弓
ミ
ミ
ご
員
貿
ミ
壷
遁
、
ミ
阜
尽
）

と
名
づ
け
て
学
派
の
正
統
説
を
再
建
し
た
（
○
や
Ｉ
Ｃ
再
肋
』
認
）
」
と
。

本
篇
で
著
者
は
、
両
説
の
相
違
点
を
明
確
に
し
つ
つ
「
両
者
（
慧
月
と

ブ
ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
）
の
前
後
に
関
す
る
究
極
の
決
定
は
外
的
な
史
料

に
よ
っ
て
行
な
う
こ
と
は
む
つ
か
し
く
、
む
し
ろ
内
容
の
比
較
に
よ
っ
て

な
さ
る
べ
き
」
こ
と
を
力
説
（
二
八
五
頁
）
し
な
が
ら
も
「
年
代
の
前
後

は
、
両
者
の
内
容
の
比
較
か
ら
は
決
定
し
が
た
い
」
（
二
八
九
頁
）
と
し

て
、
別
の
方
途
を
模
索
し
、
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
十
句
論
」
の
中

に
ブ
ラ
シ
ヤ
ス
タ
パ
ー
ダ
に
説
か
れ
て
い
な
い
事
柄
（
例
え
ば
①
円
体
②
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欲
順
の
原
因
に
「
邪
智
を
待
つ
」
と
い
う
説
）
が
あ
っ
た
り
、
逆
に
プ
ラ

シ
ャ
ス
タ
パ
ー
ダ
に
あ
っ
て
「
十
句
論
」
に
な
い
場
合
（
例
え
ば
「
経
」

パ
ー
カ
ヂ
ヤ

に
は
あ
っ
て
勝
論
体
系
の
重
要
概
念
の
一
つ
熟
変
や
、
世
界
創
造
説
の
如

き
）
も
あ
る
こ
と
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
相
違
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ

に
も
ま
し
て
両
者
の
立
場
を
根
本
的
に
わ
か
つ
問
題
、
す
な
わ
ち
六
句
義

と
十
句
義
と
い
う
相
異
点
が
残
る
と
い
う
こ
と
、
等
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

博
士
は
慧
月
の
特
色
た
る
「
無
説
句
義
」
に
注
目
し
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー

説
に
対
す
る
疑
念
、
す
な
わ
ち
「
慧
月
の
改
革
が
正
統
派
の
反
対
論
を
誘

致
し
た
の
な
ら
『
句
義
綱
要
害
』
に
慧
月
の
無
説
句
義
に
対
す
る
反
論
が

あ
っ
て
し
か
る
ぺ
き
で
あ
る
」
と
、
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宇
井
説
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
説
の
全
く
相
反
す
る
と
思

わ
れ
る
両
説
に
対
し
、
著
者
は
「
二
つ
の
書
に
つ
い
て
一
が
他
を
予
想
す

る
と
い
う
負
荷
の
関
係
を
明
示
す
る
材
料
は
求
め
ら
れ
ず
、
独
立
に
、
並

行
の
状
態
を
示
し
て
い
る
」
か
ら
、
「
慧
月
と
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
・
ハ
ー
グ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
勝
論
の
違
っ
た
部
派
に
所
属
し
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
存
在
し
た
と

い
う
可
能
性
も
否
定
せ
ら
れ
な
い
」
（
二
九
六
’
七
頁
）
と
し
て
、
な
お

問
題
を
今
後
に
残
し
て
い
る
。

第
六
篇
イ
ン
ド
唯
物
論
の
新
資
料
と
仏
教
で
は
、
一
九
四
○
年
刊
行
の

ヂ
年
ヤ
ラ
ー
シ
・
バ
ヅ
タ
（
八
世
紀
）
の
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ウ
パ
プ
ラ
ヴ

ァ
』
（
里
嘗
。
曹
鷺
ミ
倉
鼠
雷
言
）
の
内
容
紹
介
と
研
究
で
あ
る
。
著
者
は

こ
の
篇
で
、
こ
の
書
の
概
要
を
述
べ
つ
つ
日
イ
ン
ド
唯
物
論
に
関
す
る
独

立
作
品
で
あ
る
こ
と
、
㈲
成
立
当
時
の
イ
ン
ド
哲
学
学
派
の
認
識
論
を
難

駁
の
対
象
と
し
た
点
に
、
重
要
な
資
料
的
意
義
が
あ
る
、
と
み
て
い
る
。

特
に
こ
の
害
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ウ
パ
プ
ラ
ヴ
こ
の
立
場
は
、
普
通
に
唯

物
諭
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
説
と
承
認
さ
れ
る
①
四
大
の
実
在
と
②
現
量
の
一
量

の
み
を
認
め
る
と
い
う
二
点
を
す
ら
許
さ
ず
、
そ
の
点
、
ロ
ー
カ
ー
ｌ
ヤ
タ

の
始
祖
ブ
リ
ハ
ス
パ
テ
ィ
に
依
存
、
帰
依
し
な
が
ら
も
む
し
ろ
不
可
知
論

の
一
種
、
あ
る
い
は
断
滅
論
と
み
う
る
こ
と
を
著
者
は
注
意
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
唯
物
論
的
立
場
（
す
．
へ
て
の
量
を
否
定
す
る
）
を
、
ヂ

ャ
ヤ
テ
ィ
ル
レ
ー
ヶ
ー
の
三
種
の
唯
物
論
（
民
．
Ｚ
．
］
亀
鼻
筐
の
胃
ゞ
両
ミ
雪

国
ミ
ヘ
ミ
ミ
ョ
富
。
管
具
肉
ミ
ミ
ミ
驚
々
Ｆ
ｏ
目
○
国
己
困
』
勺
怠
寓
）
に

比
定
し
、
更
に
そ
の
第
三
説
が
｝
一
ヒ
リ
ズ
ム
の
断
滅
論
に
該
当
す
る
と
い

う
ワ
ル
ダ
ー
説
（
少
．
詞
．
乏
色
屋
の
『
》
《
両
胃
与
詞
巨
目
言
切
目
Ｐ
且
Ｏ
ｇ
９

ｏ
ｏ
貝
①
口
５
○
旬
四
昌
段
鼻
①
目
印
》
旨
閉
め
。
堅
い
．
ぐ
○
］
・
昂
ゞ
ご
段
）
を
紹
介

し
て
終
っ
て
い
る
。

以
上
、
本
書
の
各
篇
に
つ
い
て
、
博
士
の
論
孜
の
あ
と
を
限
ら
れ
た
紙

幅
の
中
で
辿
っ
て
み
た
。
そ
し
て
そ
の
一
篇
一
篇
が
、
勝
論
哲
学
研
究
に

不
可
欠
の
要
因
た
る
ば
か
り
で
な
く
、
宇
井
博
士
に
は
じ
ま
っ
て
現
代
に

至
る
勝
論
研
究
の
諸
論
文
を
縦
横
に
駆
使
し
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
を
勝
論
研

究
の
原
点
に
近
づ
か
し
め
よ
う
と
配
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
本

書
に
お
い
て
な
さ
れ
た
二
つ
の
和
訳
は
、
わ
れ
わ
れ
に
勝
論
体
系
へ
の
門

を
開
か
せ
、
他
の
四
篇
の
論
孜
は
、
こ
の
学
派
に
内
在
す
る
本
質
的
な
問

題
点
を
明
記
し
つ
つ
、
そ
の
あ
る
べ
き
解
決
へ
の
方
向
を
示
唆
し
て
あ
ま

り
あ
る
。
博
士
の
『
印
度
古
代
（
中
世
）
精
神
史
』
に
は
じ
ま
る
幾
多
の

著
書
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
本
書
の
叙
述
も
亦
、
明
解
に
し
て
精
級
、

読
者
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
。
け
だ
し
、
勝
論
哲
学
研
究
に
欠

凹
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く
こ
と
の
で
き
な
い
良
書
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
燗
筆
す
る
。

（
昭
和
四
六
年
四
月
、
平
楽
寺
書
店
Ａ
五
版
、
本
文
三
一
三
、
索
引
一
三

序
三
他
、
定
価
三
、
八
○
○
円
）

〔
附
記
〕こ

の
一
文
に
お
い
て
筆
者
は
、
著
者
の
意
見
を
あ
る
い
は
誤
解
し
た
か
を
お
そ

れ
る
。
も
し
そ
う
し
た
点
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
筆
者
の
責
任
で

あ
る
こ
し
鬼
附
記
し
た
い
。
本
書
に
は
ぼ
と
ん
ど
誤
植
は
み
ら
れ
な
い
が
、
一
見

し
て
そ
れ
と
み
ら
れ
る
も
の
（
目
次
一
頁
九
行
チ
ン
ド
ラ
↓
チ
ャ
ン
ド
ラ
。
九
七

頁
三
行
ぐ
旦
弓
↓
ぐ
ｏ
］
弓
．
二
四
五
頁
八
行
卓
越
（
”
慕
鯉
園
↓
騨
晟
身
幽
）

が
あ
る
。

な
お
、
本
書
三
一
二
頁
の
註
⑫
に
お
い
て
著
者
の
提
起
さ
れ
た
問
題
点
に
関
し
、

私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

か
っ
て
私
は
、
初
期
佛
教
瀞
料
に
お
い
て
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
が
側
ア
ジ
タ
の
代
表

す
る
唯
物
論
と
②
サ
ン
ジ
ャ
ャ
的
詑
弁
論
の
二
義
を
あ
ら
わ
す
こ
と
を
述
《
へ
た
。

い
ま
、
現
量
を
含
め
一
切
の
量
を
否
定
す
る
唯
物
論
（
ヂ
ャ
ャ
テ
ィ
ル
レ
ー
ケ
に

よ
る
三
種
の
唯
物
論
の
館
三
。
そ
れ
は
ヂ
ャ
ャ
ラ
ー
シ
の
主
張
と
重
な
る
）
的
立

場
を
断
滅
論
と
み
る
ヂ
ャ
ャ
テ
ィ
ル
レ
１
ケ
の
見
解
は
、
『
相
応
部
』
第
十
二
・

四
十
八
経
Ｐ
Ｃ
目
冨
叶
時
四
ゞ
吻
員
員
．
や
司
）
に
対
す
る
註
釈
ａ
ご
出
自
も
．
弓
）

な
ど
に
よ
っ
て
首
肯
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
前
出
経
典
で
は
、
四
種
の
ロ
ー
カ

ー
ャ
タ
（
①
一
切
は
有
な
り
、
を
説
く
②
無
な
り
と
説
く
③
一
な
り
と
説
く
④
別

異
な
り
と
説
く
）
を
列
挙
す
る
。
そ
れ
に
対
す
る
註
釈
で
は
①
と
③
と
を
常
見

（
鋤
騨
謂
雪
曾
‐
ａ
耳
目
。
）
②
と
④
と
を
断
見
言
。
ｏ
胃
（
旨
‐
鼻
号
萄
。
）
と
解
釈
す
る
。

こ
こ
で
別
異
令
鼻
冒
＃
甑
）
を
断
見
に
解
し
て
い
る
の
は
、
「
最
初
に
あ
っ
た
も

の
が
後
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
断
滅
に
関
し
て
間
う
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
み

る
。
し
た
が
っ
て
、
｜
‐
す
ゞ
へ
て
は
無
い
」
と
い
う
説
と
「
す
ゞ
へ
て
は
別
異
で
あ
る
」

と
い
う
二
つ
を
断
滅
論
に
含
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
私
の
第
二
義
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
カ
ー
ヤ
タ
を
サ
ン
ジ
ャ
ャ
的

詑
弁
論
と
す
る
立
場
は
、
こ
れ
ら
の
唯
物
論
と
ど
う
か
み
あ
う
か
。
右
の
相
応
部

ロ
ー
さ
’
ヤ
チ
イ
カ

註
に
よ
る
と
、
唯
物
論
者
と
は
「
誰
弁
論
な
る
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
に
熟
知
せ
る
者
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
ロ
ー
ヵ
ー
ャ
タ
を
誰
弁
論
（
ぐ
旨
昌
一
幽
切
呉
昏
“
）
と
な
す
解
釈
は

他
の
箇
所
に
も
み
ら
れ
（
拙
著
二
三
頁
以
下
）
ロ
ー
カ
ー
ャ
テ
ィ
カ
を
広
く
世

論
を
語
る
人
言
冨
三
島
身
濤
巴
に
お
き
か
え
て
「
世
間
に
関
す
る
誰
弁
の
論
を

立
て
る
一
派
」
と
す
る
解
説
が
成
立
し
た
。
か
く
て
、
世
界
の
起
源
な
り
、
一
・

異
・
有
・
無
を
論
ず
る
徒
を
広
く
ロ
ー
カ
ー
ャ
テ
ィ
カ
と
み
な
す
よ
う
に
な
り
、

こ
う
し
た
立
場
は
、
佛
教
側
よ
り
み
て
遮
道
無
益
論
と
し
て
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
の
本
義
か
ら
す
れ
ば
、
ア
ジ
タ
の
唯
物

論
が
主
流
で
サ
ソ
ジ
ャ
ャ
的
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
は
本
義
で
は
な
い
。
（
拙
著
二
八

頁
以
下
）
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
代
の
大
乗
経
典
に
お
い
て
は
、
サ
ン
ジ
ャ

ャ
的
訪
弁
論
を
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
と
み
て
い
る
｝
」
と
も
否
定
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
ニ
カ
ー
ャ
に
お
け
る
世
論
に
巧
み
な
誰
弁
説
（
ぐ
目
且
”
‐

鼠
目
吻
色
詐
冒
）
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ー
ヤ
タ
説
を
継
承
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る

手
ま
い
。
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